
モンゴル国立大学 表敬訪問記録 

1.日時：2009年 10月 22日（木）  11：00～13：00 

2.場所：モンゴル国立大学 

3.訪問者：堀口健治/常任理事、吉田徳久/環境・エネルギー研究科教授、上野博/早稲田総研イニシアテ 

ィブ、デギ－氏（通訳） 

4.先方対応者：ダバ（S.Davaa）学長、サミヤ（  S.Samiya）副学長 

5.スケジュール：11：00～12：00会談 12：00～13：00昼食 

6.持参品：大学パンフレット、IR3Sパンフレット、WISPJパンフレット、はがきケース、ボールペン 

7．訪問の背景・目的： 

「モンゴルにおける地球温暖化と適応能力に関する国際会議」では、モンゴル国立大学から後援頂 

いている。また早稲田大学とモンゴル国立大学は 2000年に大学協定を締結している経緯もあり、今後 

の両大学間あるいは日本­モンゴル間におけるサステイナビリティ研究分野での学術交流を促進するこ 

とを目的に、主催者を代表して表敬訪問を行った。 

8．議事内容： 

ダバ（S.Davaa）学長：モンゴル国立大学の紹介。 

・1942年、モンゴルで最初の国立大学として設立された。当初、医学、獣医、教育の 3分野。 

・1960年医学と獣医を農学部に統合。 

・60年代は工業化を進めるための人材が必要だったことから 1969年に工学研究科を開設。 

・1982年に工学研究科は独立した。 

・現在、モンゴル内に 6つの国立大が存在するが、いずれも元はモンゴル国立大学から派生したもの 

である。分裂したことにより分野間の連携が無くなってしまったことは残念。 

・ウランバートルキャンパスには現在 14000人の学生がいる。11500人が学部生。2500人が院生。う 

ち留学生は 400人。教員は 700名。事務職員は 600名。地方に 2拠点あり 2000人の学生がいる。 

・12の学部があり、うち 6つが自然科学系。数学、物理、化学、生物、情報、地球科学。6つが社会 

科学系。経済、国際、社会学、法律、外国文化、モンゴル語・文化。 

・外国語の専門コースで 13ヶ国語を教えている。珍しい言語ではチベット語、アラブ語、サンスクリ 

ット語など。1974年に日本語学科をつくり現在は 140人が学んでいる。 

・180の大学・研究機関と協定を結んでいる。日本とは 20の大学。 

・留学生はモンゴル語や歴史研究が多いが、英語対応は経済学部等一部なので、今後もっと拡大する 

必要はある。 

・早大総長とは自身が副総長時代（総長就任は 2009年 1月）、国際会議で会ったことがある。協定の 

関係を今後より深めていきたいと思う。 

・今年は日本の工学院大学と東海大、立命館を訪問した。日本とモンゴルは政府間でウラン開発の協 

定を結び原子炉を作るという話が進んでいる。



堀口常任理事：早大の紹介 

・早稲田とモンゴル国立大は 2000年に協定を結んで以来、モンゴル側からの訪問はあったが早大から 

は今回が初めての訪問。 

・早稲田は学生５万人。４万人が学部生、１万人が院生。留学生は 3000 人で、うち 8 割が中国から。 

今年で創立 127年だが、日本の大学としては最も早く中国からの留学生を受け入れた実績があり、 

現在も北京大、復胆大にはサテライトオフィスを持っている。 

・ロシア文学も古くから研究を盛んに行っており、ロシア大学とも協定を結んでいる。 

・アジアではベトナムやカンボジア等との連携も深いので、今後モンゴルともより深めたい。 

・学部は 13あり、医学と農学以外は全て揃っている私立の総合大学。 

・日本では高校生の約半分が大学に進学するが、そのうちの 3/4は私立大。 

・モンゴルからは年間 1名ほど留学生が来ているが、もっと交流を増やしたい。 

・海外 500校と協定を結んでいるが、交流が活発でないのが実情。 

・6年前に国際教養学部をつくり、入試も授業も全て英語で実施している。来年度から政治経済、理工 

の一部でもこの方式を取り入れる。 

・モンゴルに対しては日本の相撲を通して親近感がある。 

・今回の訪問やセミナーを通じてモンゴル国立大学との学生交流、共同研究を促進したい。 

吉田教授：IR3Sの紹介 

・IR3Sには 11の大学・研究機関が参画している。東大は地球温暖化予測、京大は経済、大阪大は資源 

循環、茨城は温暖化への適応、早大は政治とジャーナリズム。 

・今回のセミナーはモンゴルの乾燥地域にフォーカスを当て、水資源、温暖化への適応、砂漠化対策 

等モンゴル全体の問題を議論することが目的。 

（左から）堀口常任理事、ダバ（S.Davaa）学長 （左から）吉田教授、サミヤ（  S.Samiya）副学長, 
堀口常任理事、ダバ（S.Davaa）学長、上野 

以上


